
94.大津北郊地域発見の

須恵、器について

I 

大津北郊地域は、滋賀県内でも有数の遺跡佑i.J1H也と
して主fIられている。ニの地械には、 jfri工大ilI士宮錦織遺

跡をはじめ、縄文式時代lぬ!tJlの線級巡湖:のj愁災笠巡・跡、

弥生式時代の北大主I!泣跡、方形間滞裂の調査契機とな

った南滋賀辿跡、古trtll寺代前期の息子山古境、 111総や

丘陵地lニ営まれた後WI群集坑、白鳳Jmの寺院跡である

雨滋賀町廃寺 ・ 祭術ミ~，~事 ・ 穴太廃寺、中i丘世1t月の坂本

械幼:・宇佐山城跡 ・爺笠山城跡などの城車11逃械が、狭
h'い

陥な平野や山麓に分布しているのである。ちなみに国

の史跡に 5件が指定されている。

しかし、一般企業や公共事業・による鶴々の開発l立、

地下に 11民る遺跡にがj して多大の1;~符ーをあたえている。

すなわち、開発の急ìili な i並行に f*い必然的に巡跡の主J~

Hなの緊急;jJ.~1f.がW:JJII し 、 ぷi資後{立 、 1止に ilI跡の保有:問

題がらちあがっているのが現状である。また、今まで

にi民然発見されたi立物l品、希少ではあるが、地元の75
がたの住居のr..jC下や各公共機l郊の念1!Ilに生きた資料と

して前府されずに 11民っている場合がある。

そこで今回ここに紹介する遺物は、昭和57年 3月8

日大津市が災地した下水道工JJ~~I~ に発見されたむの 、

滋r~虫干正伎の制州議111氏が熊ヶ谷ï!:iiJH作中の山林内の

紘係の際発見し保包:されていたものと大i京市役所坂本

支所に長〈保管されていた Lのである。

以下、 i立物の特徴と若干の考:.~誌を:i&べてみたい。

II 

A.大津市坂本本町1653-1 (1'水道工事中発凡)

吉~:H~ 3点、r，']jf不1.'.'):、Jig2点の計6点が出土してい

る。それらは工事中の偶然のtIJ:l'.にもかかわらず、い

ずれ L比較的i立存状態が良好ーであり、しかも付近の古

ザiの分布 ・存不1・等から一応内1ft出土j造物 (IiIII葬品)と

みなして側々のごiこ岩手について特徴を述べてみたい。

杯身(1) 内科tiしたまま上方へのびる立ちあがりは、端

部より下Jiへ約%の部分で蒋iくなうており、その変化

する部分の外i1ii1叫止を有している。仁1紋端部{ま荷iをも

たず丸くおさめている 。受けmSI立直線的にはぽ水平方

rí'J へつまみ出すように知い。その上前iに1J~央と法書11に
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出l線がめぐっているが、 ~J時11のそれは立ちあがりのオ

リコミ技法を示しているむのと忠わ札る。立ちあがり

と受It昔11の比~~~iをはU- 1.8cm を iJIIJ る。 1底部%にへラケ

ズリがiiZめられるがその妓法は羽l雑である。口径13.8

側、総高 5.0cmをi!!lJり、 1 mm大の砂粒~多〈含むJJ合土

であリ、焼成I核織で色iiJ.~1ま l明灰色を呈する 。

ま;t杯(2) 丸I沫のある天井吉11と京総的に下方へのびる口

縁部の:f'}~には、そのよ1ごを必〈ナデることによって浮

きあげさせている段級が認められる。 しかし、それは

その技法から明倣なように形骸化がミ守し〈、実質的X!:

1床{まあまり持っていなも、。口紋端部内fl!1}には而iを有し

ているが、こ i1b Jf3恨のみである。天井宵11%に丁第な

へラケズ"1)'認められるが、 1回転に対するbl!:i行部が

大きく 3回転しているにすぎなし、。口径14.6cm、昔話高

4.5cm を測り、 1 酬大の砂本:~:・を多〈含む!胎土て'、淡灰

色やや11次nに焼きあげている。

Y.:H{-(3) 現状では天井書111ま大きく陥没しているが、そ

の部分にも Tl~7.なへラケズリが地されてお ')、本米丸

l床のある天井苦ßであったむのが、 ~JË成政前に陥没した

Lのと忠、われる天井部と口紋古11 を闘する fまま~Iま 1羽 i僚に



認められる。 u紋郎は天:11;部とほぼ同様の丸味をもち

つつ内初;しながらはじまリ、その後iu.線的に下方への

びている.口**給部内l耐にはf立をイTしている。天井部

約%にへラケズリかT~にh"6iされておリ、また天井部

内而には段を有しているo n後14.4cm、総高 4.2cmを

測り 、 将i話された細かい胎土であリ、焼成~級で色調

{主管灰色を呈する.

高幸司可4) いわゆる長脚二段無li向杯である。杯部ロ縁

はl底部より l伐線的に外)jへ広がリながら上方へのびて

おリ 、途中rl'うた付近から内側にj草肥させている。ロ縁

昔前官I~ はJしくおさめている。口級制~~J央に一条、底部と

の.t~に 、 l来の{寸約のため明IIhfではないが二条もしくは

三条の凹~をめぐらしている。脚.mllま上段のみしか造

存していないo ~イJ持品よリ l白紙l的に下方へのぴ、上告I~下

端付近から外反気味に!ょがゥている。その変化する{寸

i丘に 2 ヶ所に二条ずつ胆I ，j\!j!をめぐらしておリ、続、音I~ よ

リ上郡山線までカキノ、 2ヶ所のI!.'.I線惜のrlflにiiJ促状文

を施し、 F部11I1 ~Ji!以下 114~.f;文である。スカシは相対す

る附)jに-I;IJtl日を入れて公現しているが、焼成段階に

按合している。 LI径 9.6cmをil町リ、除土は l胴大の砂

較を多〈含み、両足1おはI>~鍬であり、色誠11J.1;\灰色を呈

する.外ifiiはほぼ会凶iに灰がかぶっているが、焼成温

度が低いためか1'1然剥lにはも、たっていない。

磁(5) 1111'球形の体部から r( J王子状に屈折し外上方

にのび、その後外反気味にさらに広がる口頭部を有す

る.ロ縁部内Jfiil1 r受Itn~KJ になっており、端部は

上1jに耐を有する o U 総務に 11il.~状文、頭部は、紛か

い波状文を施して必')、休部と要員部の1党には凹線が認

められ~t部と 11紙調iの J党には佼線がめぐっている.休

部{ま~1L I任卜.に二糸、 1(( ドに一条の凹線をめぐらして

おり、そのUlJにはヨコカキノの後キザミメを施してい

る.体l必帝1111カキノの後、不定方向のナデを加えてい

る。1...1径12.8cm、昔話if:j16. 5cmをiWJリ、総!夜{ま厚い。 1底

部に rXJのへラ記サを訂し、 JJti=仁は 1mm大の砂粒を

多〈合み、地r&':v.:t伎で色;i1.¥JI主総灰色を髭している .全

体に I~I 然flh が付'，，;'(している。

Je!(6) 口紋行11は不'UJであるが、細部を|徐くとやや小1惨

ながら(5)とはぽ同械の形態をしている.調IImlの王監ili1を

あげてみると、{本書11と矧吉11を阿するI!!I線が無い事、穿

孔匝[ょのl目線が一条であるよと、休部凶線問のキザミ

が小さく、ヨコカキメがl明瞭なことの 3点となるだろ

う.しかし、胎土焼成は(5)と同ーとみなすことが適当

であり、すなわち同一時期のむのと考えられる.

以Lの土絡を分lfiしてみると、

A鎖-3・4

B額一 1. 2・5・6

となる.すなわち、 AJJiIま陶&制司王111'1式3段階から

4段階{こ、 BJJi 11 Il ~'1式 4aWiから 5 段階に1七まをされ

上坂;;$:本町出土地点

下 熊ヶ谷 1号墳(桐畑古境)

る。

B.綱奴嘉市氏保管

体身(7) 立ちあがリ 11、は じめ内少;し 、その後抗線的

によ1jへのびている.治部11上 )jへつまみ上げ気味に

丸くおさめている。受Itffilli、外 I:.I]へ制かくつまみ

上If気味にしている.立ちあがりと交It部とのi七市鐙

!;t1. 3-1. 6cmをilllJる。 l段持11の約%に了勾tなへラケズリ

を施している。全体に総，:えも j".'t <シャーブな!必じをう

ける。円筒11.9側、日持i¥'fJ5，Ocrnをil[lJI)、JJfi土は砂主立を

若干含み、焼成は II'~鍬であり、色í1JIHii'i'I灰色を笠する。

議事'(;(8) 九1ほのある米外部と，((，j¥!j!的に下")1へのびる口

紋古11を凶iする校総111lJ)I僚である.n*後刻印111付而に!H.貨

を有する。天41二ilIlのが:)%にへラケズリが地されている。

日後15.9側、苦品川 4.9cl11をfltlJり、 Iltiこには砂料を約千含

み、焼成11階級であリ、色，澗!1i炎灰色をムlする。

以上の 2.o:!1陶邑制年Il'I'1A3 f!Zl.滑にlt注される。

C.東坂本ケーブルコンクリート橋付近出土一大津市

坂本支所保管

事干、身(9) 立ちJうがりは、内似し比較的i淳、、受け部11、

体部とほぼ[両l憾なIUI紛がみられ、水・11.1]向にのび、端

部11丸くねさめる.立ちあがリと受・け部との』廷には凶

線がめぐっている.ミ1: らあがリと受It官官の比t.S~li l. l

C聞をfll1Jる.へラケズリ弘法11会〈認められず、{本m;1ま

ヨコナデ、!必ffllはへラ切リのままぶ湖守主である。
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111 つぎに 8地J川JI十.の1ft!J1:総 l.t、熊ヶ符，ljJ(tlil~'" から

以上のように、:~J也ぷ:IU'.の仔i.'.!J:官誌の特・微について の ~H!. と iぷえられているが、その :11 1:状iIC:'}iについて

j点べてさたが、 11，(1去にrirの巧伐をしてみた L、。 はJ下らかて・はない。が、本，IiJJ1/n1lまJJLイ1:9 )忠治'(i'(ll認さ

A 地点，'1\ -1:の例泌総{阜、従~~ζ の{寸j丘からは会〈採 れている。作r1jJj'1I:l:、比較的大'¥'1のJfll王をむち、 |付苦1)

泌されていなt‘.したがって、遺跡の供給は明石訟では mj立の航穴式イi:{ibl(イ{を{史)11している...j.:，ljJi't1nは、

ないが、問;11の11'，'{大社総内地に日ず{"i1ijtÎ~t-、日吉馬 出土~Jï必総によると 6 [11;紀の後、|モ代には縦突にt止まれ

t誌を中心とする I也~に 1例良，liJJl ltPがfJïf.:u?されている。 ていたことになる。

止dφ本bド:j地血点{はt、i卜“.J'j近Eのi立:0地也4糸食f'作，午ドカか、らI明事狗l五良l古均約'U桝作の範困.手に紹 さらにCl地也λ点1，-:出.1'.の1丸汀似iμii!.必よぷ〈日総詰iはよ、 i従准1米とまつた<-i未と発5弘

するむのと忠わiれL、税イ伐I正:までの上木工'1μ4にf!伴!I半lドEう、予ド両桁前?可I鋭 のJ地1也色ι，'.点t
f資旨によつて 3J，去が伶1~されているが、縦穴式石宅の石 i立跡 L匁lられていな、、.たた、比較的I13所からの発見

キILのみで泌物の:11t:はなか勺た.これらの須忠告告が仮 であ I}、I釘11聞にifr4妥した向所の Ii:陣地に裳合:山....坑.cf

リに山I氏の“IJ-W，¥'1，と解すると、先注した明良古Jj't詳の が分宿してj;リ、本.It!!..... ~ b ，IjJ伐の-{iイ'"が予定11される

制分イ命'ri範開lは孟i尚4何J側にJ紘1広よカ‘るとと Lにその祭i巡主H時年l期g切lμ{はま担慨旺ね 今回よ ζ に4釘叙1れi介し fたニi丸汀flし.必脅総:2;μIはま、 '"本‘正:f紡j行?的な4巧考巳号;'，1山jヴ，午'7宇t的t謝

61也旬世~仕1そ:紀f後妥'ド判t代t と 4巧ぢ.えら tれL る . 現ゐα:、板4本正池区 tは孟〉火℃太1衆喪 炎による i山1\けt七:，ih ではないが、今後、大ilt~t~;.It!!成所 {J:

fúみ石川を特徴としたJI1.本恨坊の町立I~の Zt鋭が認めら の後lYJltf，.USJ伐を o~ 1't ・ 研究していくうえで似のて 1尚航

u、l事l良市Jj'rctは、ニのjfrI吐の'.f'))j主主投によゥて慨ね のある資料と弘、えよう

!a)iJ災されたものと {(t:，じされる. (お11川修・l'・八11I;'f{-/苦 .Itf木t't:，多}
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